
仙台総合ペット専門学校 

「学校関係者評価報告書」  

 

学校法人菅原学園 仙台総合ペット専門学校では、本校規程に基づき、令和8年9月25日（金）に、学校関係者

評価委員会を実施いたしました。以下にその内容についてご報告いたします。 

今後の教育活動や学校運営に反映させるべく、各委員からのご意見やご指導等を真摯に受け止め、教職員一同

努力してまいります。 

 

開 催 日：令和 8年 9月 25日（金） 

場  所：仙台総合ペット専門学校 

参加委員：赤澤 暁昌（一般社団法人 全国ペット協会 事務局長） 

(敬称略) 加藤 澪（有限会社ほのぼの介護 onlyわん 主任） 

渡邉 圭 （有限会社ヨネヤマプランテイション ペットエコ仙台 マネージャー） 

     磯村 直樹（LOVE WALKオーナー） 

 

 

同 席 者：浅野 悟（副校長） 

     菅 原   学 （飼育管理科 学科長） 

     千 葉 雅 司（ドッグトレーナー科 学科長） 

髙橋 和也（トリマー科 学科長）  

      

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



仙台総合ペット専門学校 学校関係者評価委員会 報告 

〈自己評価結果との対応関係〉 
 

（１） 教育理念・目標 

〈評価及び意見〉 

学校が定める教育目標･育成人材像に加え、専門的な知識･技術をより高めるための重点目標を各科で

設定し、計画的な指導に取組んだ。このことについて今後も継続的な取組みをするよう意見をいただい

た。特に 3 月に開催した合同企業説明会に関しては学生だけでなく企業にとっても良い機会となるので

継続して行うように意見をいただいた。引き続き保護者との連携強化や企業との連携強化もすすめるよ

うに意見をいただいている。 

 

〈今後の取組等〉 

教育の質保証・向上に向けた取り組みの推進を図るためにシラバス改善等による学修成果の可視化や外部

の識見を有する者による評価受審に向けた学内体制の構築を行っていき、時代の変化に取り残されないよう

に企業連携を深める。セミナーや研修など学生の知識・技術向上のための教育活動を進めるだけでなく教員

側の研修の充実も図っていく。 

 

（２） 学校運営 

〈評価及び意見〉 

運営方針や意思決定機能は学園規定において明確にされ、有効に機能している。また、各種制度、諸

規程に関しても整備がされており、適切に改正が行われている。 

教育活動に関する情報もホームページや SNS 等で公開されており、学校の取組みについても理解で

きると評価をいただいた。継続して、SNS 等での情報発信は情報リテラシーに十分注意をし、発信す

るように意見をいただいた。 

 

〈今後の取組等〉 

  継続して SNS（LINE@、X、Instagram、ブログ、TikTok）を利用した情報発信に引き続き力を入れ、

より多くの方に学校の教育活動の現状、成果について知っていただくよう取組む。 

 情報システム化等による業務の効率化については、新システムへの移行を進めており大幅な変更を予定

している。その他にも学園が設置している IT 委員会などを通じて継続的な改善が必要になってくる。 

 

（３） 教育活動 

〈評価及び意見〉 

ペットショップや動物病院での現場実習は実際の働き方のイメージを学生に持たせる上では良い効

果を与えていると引き続き評価を頂いた。どの業界でも人不足の問題に直面しており、学生教育を担う

場である学校ではそのようなことが起きないように早期に新たな教員の確保や指導力向上のためのセ

ミナー参加など、より積極的に行うように意見をいただいた。 

 



 

〈今後の取組等〉 

  継続的に教員の確保には努める必要がある為、様々な面からのアプローチを行っていく。また、入学

してくる学生の特性も多種多様になってきたため、教員側も対応できるように、セミナーの参加など積

極的に行っていく。 

 

（４） 学修成果 

〈評価及び意見〉 

就職決定率や除隊率に関しては大きな変化は見られなかったため、今後も継続的な学生サポートを

行うように意見をいただいた。全科で１年生の重点資格に設定している愛玩動物飼養管理士２級の取

得率は大きな改善がみられ高評価をいただいた。しかし、何が合格率改善に繋がったのか詳しく分析

し、今後に繋げるようにと意見もいただいた。メンタル不調を訴える学生は年々増えてきているため、

学生カウンセラーの利用など、改めて学生への周知をするようにと意見をいただいた。 

 

〈今後の取組等〉 

1 年次から就職活動に関してより積極的に動けるように企業研究や対面・ＷＥＢを問わず様々な企

業の説明会の開催を実施していく。また、引き続き親御様や学内カウンセラーとの連携強化を図って

いく。さらに、愛玩動物飼養管理士２級だけでなく全体的に資格取得率の上昇を目指していく。 

 

（５） 学生支援 

〈評価及び意見〉 

入学を希望している学生や在校生への支援は概ね良い評価を得ている。しかし、動物業界の人手不

足が深刻化しており、即戦力として働ける卒業生への支援に関しては、より一層、連携強化を図って

ほしいと意見をいただいた。 

 

〈今後の取組等〉 

 継続的に国や県で行っている支援制度や学園独自の制度の周知を図っていく。また、卒業生との連

携強化に関しては在学中からの連携が重要となるため、卒業しても戻ってきやすい場の構築にも力を

入れていく必要がある。 

 

（６） 教育環境 

〈評価及び意見〉 

教育設備はより現場に合わせたものに毎年のように更新しているためある程度の評価を継続してい

ただいている。しかし、学生数に対して使用できる教室の数が不足しているため、対策をしていく必要

があると意見をいただいた。昨年度に引き続き災害発生時の用品準備があまり進んでいないため、早め

の対策をしてほしいと厳しい意見をいただいた。 

 

 



〈今後の取組等〉 

早急に防災用品の準備をすすめていきたい。その際は人の防災用品だけでなく動物達の防災用品も準

備する必要がある。また、教室の稼働率に関しても改善を図っていく。 

   

（７） 学生の受入れ募集 

〈評価及び意見〉 

 昨年に続き本校の魅力や教育内容の説明をするパンフレットやその他の資料は分かりやすく作って

おり、良い評価をいただいた。SNS の有効的な活用や学外ガイダンスの積極的な参加など継続してお

こなっていくようにと意見をいただいた。 

 

〈今後の取組等〉 

少子化の問題は深刻であり、今後も影響は長期的にあるため、企業との連携をより強化し魅力の多い

教育環境を作り、学生募集に繋げていく。 

 

（８） 財務 

〈評価及び意見〉 

経理規程にもとづき会計監査をはじめ、適切に運用されている。財務情報に関しては、ホームページ

の「学校情報公開」の中で公開している。 

 

〈今後の取組等〉 

特になし。 

 

（９） 法令等の順守 

〈評価及び意見〉 

   法令、専修学校設置基準の遵守と適正な運営がされている。 

 

〈今後の取組等〉 

引き続き、コンプライアンスの強化を行っていく。 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

〈評価及び意見〉 

昨年度も仙台市主催の動物フェスティバルでのボランティア参加や幼稚園での犬の触り方講座など

行ってきたため、今後も継続して動物イベントへの積極的な参加をし、社会貢献や地域貢献を行ってほ

しいと高評価をいただいた。また、動物と一緒に入れる会場が少ないため、企業やメーカ主催の勉強会

の会場として学校を積極的に開放するようにと意見をいただいた。 

 

 

 



〈今後の取組等〉 

  継続して動物関係のイベント参加だけでなく、様々な社会貢献・地域貢献を行っていく必要がある。

地域に対する公開講座や教育訓練給付制度の強化などの検討をすすめていく。 

 

 

 

 

 

― 学校関係者評価委員会総評 ― 

昨年度に続き概ね良い評価をいただき、特に少子化が叫ばれる中での学生募集については良い結

果を出している。しかし、教員の確保や学校環境の改善などでは人手不足、物価高が急速にすす

んでいるため、よりスピード感のある対策が求められる。また、動物業界の変化も年々早まって

きているため、常に最新の知識や技術を学べる場の提供に努めていくようにとの意見もいただい

た。 

継続して、様々な外部企業と連携し新たな刺激が加わることでより高いレベルの教育を提供でき

る場としていただきたい。 


